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人のうごき（平成19年12月31日現在）／人口  2,921人（－6） 男 1,416人（－5） 女 1,505人（－1）・世帯数 926（±0）

一般国道438号
府能バイパス

平成18年8月10日（木）に貫通した新府能トンネルが完成し、

府能バイパス（朝宮橋から神山町鬼籠野まで）の供用がはじまり

ました。

開通式開通式開通式開通式開通式12/26
（水）

〈題字は書道家山根玉峰さんの書〉

平成20年 成人式…………2　　
村長年頭あいさつ…………3　　
議長年頭あいさつ…………4

主な内容IP電話番号
村役場代表
議会事務局
教育委員会
社会福祉協議会
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新成人の皆さんおめでとうございます新成人の皆さんおめでとうございます新成人の皆さんおめでとうございます新成人の皆さんおめでとうございます新成人の皆さんおめでとうございます

男子  14人　女子  20人　計  34人
（昭和62年4月2日から昭和63年4月1日生まれ）

　『昨年の年を表す言葉に“偽”が選ばれたほど、今世間は揺れて

います。その中でも、私たちは流されることなく、信念を貫ける人間にな

りたいと思います。』

新成人謝辞

新成人代表

安 藝　織 恵さん
　　　　　　　（井開）

新成人6人による意見発表が行われました。

近藤　靖晃さん 冨松功史郎さん 安藝　洋将さん 桑原みなみさん 籔添亜由美さん 松下　真弓さん

これからの目標や夢について、また現在の心境や思いを力強く話していました。



名
東
郡
佐
那
河
内
村
長
　
松
　
尾
　
　
　
肇

号
府
能
バ
イ
パ
ス

国
道
４
３
８
号
府
能
バ
イ
パ
ス
の

国国

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
道道
国国国
道道道道道道道道道道道道道道道道
国国
道道道道

て

完
成
に
つ
い
て

成
ににに

完完完完完完
成
完完完完
成
完完完完完

能
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
ま
し
た

　
待
望
の
府
能
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し

。

事
業
採
択
平
成
２
年
、
工
事
着
工
平
成
７
年

事
業
採
択
平
成
２
年
、
工
事
着
工
平

、

総
事
業
費
１
１
０
億
円
。
貴
重
な
用
地
を
ご

事
業
費
１
１
０
億
円
。
貴
重
な
用

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
住
み
な
れ
た

、
住
み

住
居
を
移
転
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

た
だ
き

皆
様
、
13
万
 
に
及
ぶ
ト
ン
ネ
ル
残
土
処
理

ン
ネ
ル
残
土

場
の
用
地
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
神
山
町
と
よ
り
深
い
き
ず
な

を
結
び
、
特
産
す
だ
ち
、
林
産
物
、
四
国
88

カ
所
、
剣
山
を
結
ぶ
産
業
、
観
光
振
興
の
道

で
あ
り
、
災
害
、
消
防
、
救
急
対
策
の
た
め

の
命
の
道
で
あ
り
、
徳
島
市
・
小
松
島
市
と

周
辺
町
村
を
結
ぶ
広
域
行
政
の
道
で
あ
り
、

農
村
と
都
市
と
の
共
生
、
対
流
の
道
で
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
ふ
る
さ
と
さ
な
ご
う
ち
の

更
な
る
発
展
を
期
す
べ
き
と
心
を
新
た
に
し

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

風
力
発
電
施
設
の
完
成
に
つ
い
て

風風

発発発発発発発発発発発発発発発発発発
力力力力力力
風風風風風　

大
川
原
高
原
一
帯
に
風
力
発
電
施
設

大
川
大大

15
基

の
工
事
が
着
々
と
進
み
本
年
秋
に
は
工
事
の

完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
CO2
削

減
効
果
は
２
６
、３
０
０
ト
ン
、
村
も
こ
の
施

設
か
ら
の
税
収
を
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る

設
か

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

国
土
調
査
事
業
に
つ
い
て

調
査

土
調調
土
国国国国国国

199
年
度
国
の
補
助
事
業
採
択
を
受
け
て
、

年

下
字
車
田
地
区
か
ら
各
個
人
の
立
会
に
よ
る

土
地
の
境
界
設
定
を
昨
年
12
月
末
ま
で
に
終

了
し
、
本
年
度
末
ま
で
に
測
量
調
査
を
完
了

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

20
年
度
は
、
車
田
、
一
ノ
瀬
地
区
の
境
界

立
会
杭
打
、
測
量
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

政
改改
政
行行行行行行　

平
成
平

20
年
４
月
１
日
か
ら
役
場
の
機
構
改

革
を
行
い
現
在
の
４
課
２
局
体
制
か
ら
３
課

２
局
体
制
へ
と
改
革
し
ま
す
。
ま
た
、
正
規

職
員
は
マ
イ
ナ
ス
３
人
の
47
人
体
制
と
な
り

ま
す
。
今
後
と
も
行
政
改
革
推
進
委
員
か
ら

答
申
を
受
け
策
定
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
総
人
件
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
補
助
金
の
削
減
等
に
努
め
ま
す
。
平

成
19
年
度
地
方
交
付
税
は
、
行
政
改
革
の
成

果
等
が
認
め
ら
れ
頑
張
る
町
村
と
し
て
、
８

３
、０
０
０
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
等
の
改
築
に
つ
い
て

小

学学学学学
中
小　

若
年
人
口
の
減
少
が
進
み
平
成

若
年

19
年
中
の

出
生
は
11
人
と
な
り
将
来
複
式
学
級
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
一
助
と
し
て
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
義

務
教
育
終
了
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推

移
、
村
の
財
政
計
画
、
学
校
施
設
の
効
率
的

利
用
・
維
持
管
理
費
の
負
担
、
義
務
教
育
９

カ
年
の
小
中
連
携
の
推
進
と
、
今
後
の
国
の

教
育
制
度
改
正
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
配
慮

す
る
と
と
も
に
村
に
い
つ
ま
で
も
学
校
が
存

続
で
き
る
よ
う
小
中
一
体
型
施
設
と
し
て
基

本
構
想
、
実
施
設
計
を
策
定
し
平
成
21
年
度

着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

後
期
高
期期
後後後　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制
度

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
し
て
75
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
に
県
下
一
つ
の
組
織
と
し

て
 広
域
連
合
 が
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
12
月
広
報
で
お

知
ら
せ
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
今
後
正
式
に

内
容
が
決
定
次
第
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

村
政
施
行
１
２
０
年
記
念
行
事
の
開
催
に
つ

村村

施

村

施施
政
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

村村村村村村
政政政政政政政政政政政政
村村
政政政政

い
てててて
いいいいいいいいい　

平
成
21
年
に
は
、
明
治
22
年
村
政
施
行
以

来
１
２
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
村

で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
記
念
行
事
を
行
い
た

い
と
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

全
国
水
源
の
里
協
議
会
に
つ
い
て

国
水
国国
全全　

全
国
に
８
、
０
０
０
近
く
あ
る
限
界
集
落

全
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
比
率
が
50
％
以
上

の
集
落
を
い
う
）。同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る

全
国
１
４
６
市
町
村
が
集
ま
り
全
国
水
源
の

里
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
限
界
集
落
を
「
水
源
の
里
」
と
呼
ぶ
こ
と

で
「
水
源
の
里
基
金
」
の
創
設
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
、情
報
誌
の
発
行
、人
材
の
確
保
、

国
へ
の
提
言
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
国

県
村
と
も
に
財
政
厳
し
い
折
柄
で
は
あ
り
ま

す
が
地
方
に
も
少
し
暖
か
い
陽
光
が
見
え
は

じ
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



佐
那
河
内
村
議
会
議
長
　
加
　
藤
　
秀
　
數

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

  

村
民
の
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、平
素
か
ら
議
会
の
活
動
に
対
し
、

温
か
い
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
政
治
、
社
会
情
勢
が

激
し
く
揺
れ
動
き
、
経
済
は
緩
や
か
に

拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
原
油
、
粗
材

の
高
騰
が
景
気
に
悪
影
響
を
与
え
、
先

行
き
に
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
私
た
ち

の
生
活
に
も
厳
し
い
影
響
が
現
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
三
位
一

体
改
革
推
進
の
中
、
地
方
財
政
が
大
変

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
本
村
に
お
い
て
は
、
今
後
増
加

す
る
国
・
県
か
ら
の
権
限
移
譲
へ
の
対

応
、
産
業
の
停
滞
、
急
速
に
進
む
少
子

・
高
齢
化
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
困
難
な
課
題
に
も
直
面
し
、
ま
さ
に
、

行
政
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
国
土
調

査
事
業
の
着
手
、
農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事
業
、

広
域
関
連
と
し
て
国
道
４
３
８
号
府
能

バ
イ
パ
ス
の
完
成
、
大
川
原
高
原
風
力

発
電
施
設
の
着
工
等
々
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
各
種
事
業
も
順
調
に
推
移

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

私
た
ち
議
員
に
お
き
ま
し
て
も
、「
キ
ラ

リ
と
輝
く
う
る
お
い
豊
か
な
村
」
の
実

現
の
た
め
、
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
村
民
の
負
託
に
応
え
、
民

主
政
治
を
支
え
る
重
要
な
機
関
で
あ
る

こ
と
を
一
層
認
識
し
、
議
員
一
丸
と
な

っ
て
村
民
の
福
祉
向
上
に
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

年
頭
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



　

平
成
19
年
佐
那
河
内
村
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
に
開
会
さ
れ
、
補
正
予
算
案
3
件
、
条
例
案
9
件
、
人
事
案

1
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
の
あ
わ
せ
て
14
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
12
月
19
日
閉
会
し
ま
し
た
。

議

会

だ

よ

り

12
月
定
例
議
会

　
議
案
第
56
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
５
万
５
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
23

億
３
３
８
万
４
千
円
と
し
た
。
現
年
災
害
復

旧
事
業
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
。　
　

議
案
第
57
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
９
３
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

４
億
６
８
４
３
万
円
と
し
た
。
一
般
被
保
険

者
の
療
養
給
付
費
、
高
額
療
養
給
付
費
な
ど

の
増
に
よ
る
も
の
。　

議
案
第
58
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内
村
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
７
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
億
８
０
９
万
円
と
し
た
。
集
落
排
水
処
理

施
設
の
修
繕
費
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
。

　
議
案
第
59
号　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
が
一
部
改
正
さ
れ
、
育
児
短
時
間
勤
務
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。

議
案
第
60
号　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
が
一
部
改
正
さ
れ
、
育
児
の
た
め
の
短
時

間
勤
務
制
度
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

議
案
第
61
号　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
所
要
の
給
与
改

定
を
す
る
も
の
。

議
案
第
62
号　

佐
那
河
内
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
る
前
期
高
齢
者
の

保
険
税
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
被
保
険

者
の
範
囲
及
び
特
別
徴
収
に
係
る
経
過
措
置

な
ど
を
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
63
号　

佐
那
河
内
村
重
度
心
身
障
害

者
等
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
適
用
者
の
給
付
を
償
還
払
い
か
ら
現
物

給
付
に
改
正
す
る
も
の
。

議
案
第
64
号　

佐
那
河
内
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
適

用
年
齢
及
び
一
部
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る

も
の
。

議
案
第
65
号　

佐
那
河
内
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

普
通
徴
収
に
係
る
納
期
を
変
更
す
る
も
の
。

議
案
第
66
号　

佐
那
河
内
村
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
４
次
佐
那
河
内
村
行
政
改
革
大
綱
（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

4
課
か
ら
3
課
に
課
を
統
廃
合
し
、
新
た
な

行
政
課
題
な
ど
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

事
務
執
行
体
制
を
整
備
す
る
も
の
。

議
案
第
67
号　

佐
那
河
内
村
乳
児
等
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

子
育
て
支
援
の
一
助
と
し
て
、
入
院
・
通

院
費
の
無
料
化
を
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳

に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
）
に

拡
大
す
る
も
の
。

　
議
案
第
68
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

酒
井
義
明
氏
の
再
推
薦
に
同
意
し
た
も

の
。

議
案
第
5
号　

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正

に
関
す
る
意
見
書

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
利
用
し
た
悪
質
商
法

被
害
、
過
剰
与
信
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
も
の
。

　 　
　

国
道
４
３
８
号
一
ノ
瀬
地
区
の
早
期
改

　
　

良
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

ご
質
問
の
箇
所
は
、
上
八
万
工
区
と
し

　
　

て
国
の
事
業
採
択
が
既
に
な
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
徳
島
土
木
事
務
所
と
し
て
は
、

災
害
対
応
も
し
く
は
維
持
補
修
の
工
事
な
ど

で
対
応
し
て
い
く
考
え
。

　

こ
れ
ま
で
に
は
、
徳
島
土
木
事
務
所
へ
拡

幅
な
ど
あ
ら
ゆ
る
提
案
や
要
望
を
し
続
け
て

き
た
。
今
後
も
要
望
し
続
け
た
い
と
考
え
て

補
正
予
算

条
例
の
改
正

人
事
案
件

一
般
質
問

瀧  

倉　

俊  

晴  

議
員

議
員
提
出
議
案



い
る
。

　
　

小
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
、
給
食

　
　

セ
ン
タ
ー
は
、
校
舎
改
築
計
画
か
ら
切

り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

小
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
年

　
　

度
内
に
基
本
構
想
を
決
め
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
建
て
直
す
の

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー

を
併
設
す
る
の
か
、
別
棟
を
建
て
る
の
か
と

い
う
問
題
は
、
体
育
館
や
学
童
保
育
施
設
な

ど
の
ス
ペ
ー
ス
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
総
合
的
な
配
置
も

含
め
、
基
本
構
想
の
中
で
案
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
　

庁
内
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
、計
画
を

　
　

大
幅
に
上
回
る
人
員
削
減
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
職
員
の
負
担
増
ひ
い
て
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
っ
て
は
い
な

い
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、人
件
費

　
　

の
削
減
を
進
め
て
き
た
。
過
疎
計
画
や

振
興
計
画
に
基
づ
い
て
執
行
し
て
き
た
事
務

事
業
が
ほ
ぼ
完
了
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
道
路

事
業
も
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
財
務

会
計
の
電
算
化
、
戸
籍
の
電
算
化
に
取
り
組

み
、
事
務
の
合
理
化
に
努
め
て
き
た
。
他
に

も
今
ま
で
役
場
で
お
世
話
し
て
き
た
各
種
団

体
の
事
務
は
、
各
団
体
の
自
主
運
営
を
お
願

い
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
計

画
的
な
人
事
異
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
定

の
職
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
。
今
後
も
人
件
費
の
節
減
に
努
め
な

が
ら
、住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

本
来
役
場
で
す
べ
き
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

小
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
、
進
ち

　
　

ょ
く
状
況
及
び
今
後
の
予
定
を
伺
い
た

い
。

　
　

平
成
19
年
度
に
基
本
構
想
を
固
め
、
平

　
　

成
20
年
度
に
は
基
本
設
計
、
実
施
設
計

を
委
託
発
注
、
平
成
21
年
度
工
事
発
注
の
予

定
。
今
後
も
引
き
続
き
、
他
の
自
治
体
に
お

け
る
学
校
改
築
の
取
り
組
み
現
場
の
視
察
を

行
い
、
最
終
的
に
体
育
館
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・

プ
ー
ル
の
改
築
や
既
存
の
施
設
の
取
り
壊
し

経
費
な
ど
を
含
め
た
総
事
業
費
の
概
算
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て
①
ニ
ュ
ー
ス
ダ
チ

　
　

へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
②
原
油
高

騰
対
策
に
つ
い
て

　
　

①
し
ば
ら
く
の
間
は
、
県
や
農
協
の
動

　
　

向
を
確
認
し
て
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
②
現
在
村

で
は
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
村
の
農

業
指
導
班
で
対
応
を
協
議
し
て
お
り
、
農
家

に
は
栽
培
施
設
で
の
温
度
管
理
の
徹
底
、
多

重
被
覆
の
奨
励
を
行
っ
て
い
る
。
①
、
②
の

問
題
と
も
に
、
適
地
適
作
に
勝
る
農
業
振
興

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。　

　
　

介
護
保
険
料
の
納
付
の
方
法
（
普
通
徴

　
　

収
）
に
つ
い
て
、
納
め
る
側
の
立
場
に

立
っ
た
徴
収
方
法
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

担
当
課
で
問
題
点
を
整
理
し
、
検
討
さ

　
　

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
、妊
婦
検
診
へ
の

　
　

公
費
負
担
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
は
ど

う
か
。

　
　

母
体
や
胎
児
の
健
康
確
保
を
図
る
上
で
、

　
　

妊
婦
健
康
診
断
の
重
要
性
、
必
要
性
が

一
層
高
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
村
と
し
て

は
、
現
在
は
２
回
の
助
成
を
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
５
回
に
拡
大
し
、
予
算
措
置
を
行
う

予
定
。

 　
　

国
道
４
３
８
号
の
改
良
工
事
の
取
り
組

　
　

み
に
つ
い
て
①
前
段
と
し
て
、
国
の
道

路
特
定
財
源
の
継
続
的
な
確
保
の
見
通
し
に

つ
い
て
②
上
八
万
工
区
の
事
業
の
推
進
状
況

に
つ
い
て
③
関
連
す
る
問
題
と
し
て
国
土
調

査
事
業
の
平
成
20
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　

　
　

①
現
在
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題

　
　

な
の
で
、
答
弁
で
き
る
よ
う
な
内
容
で

は
な
い
。
②
県
は
、
南
環
状
線
と
上
八
万
工

区
の
大
木
か
ら
、
園
瀬
橋
付
近
に
か
け
て
の

一
体
的
な
改
良
を
先
行
着
手
し
て
い
る
。
徳

島
土
木
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
園

瀬
橋
の
架
け
替
え
に
時
間
を
要
す
る
と
の
こ

と
。
ま
た
村
内
の
地
籍
調
査
等
の
準
備
が
で

き
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
、
徳
島
市
と
佐
那

河
内
村
と
の
境
の
工
事
は
今
し
ば
ら
く
時
間

が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
③
現
在
国
で
、
山

村
部
に
お
け
る
地
籍
整
備
の
推
進
方
法
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
務
局
と
の

連
携
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
20
年
度
予
算
に

つ
い
て
も
、
予
算
獲
得
の
た
め
、
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
県
に
対
し
て
、
国
土
調
査
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
①
小

　
　

中
学
校
一
貫
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業
の

推
進
状
況
に
つ
い
て
②
小
中
一
貫
教
育
特
区

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

①
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
園
瀬
川
漁

　
　

業
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
か

ら
の
支
援
を
受
け
、
様
々
な
事
業
に
小
中
学

校
が
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
小

中
学
校
行
事
を
合
同
で
行
っ
た
り
、
交
流
授

業
を
行
っ
た
り
、小
中
教
員
の
協
力
を
得
て
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
事
業
が

将
来
の
村
に
お
け
る
学
校
教
育
に
非
常
に
良

い
成
果
に
繋
が
る
よ
う
に
、
ま
た
地
域
に
適

し
た
特
色
あ
る
教
育
が
で
き
る
よ
う
残
り
１

年
間
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
②
パ
イ
オ
ニ

ア
事
業
の
指
定
は
平
成
20
年
度
ま
で
の
３
年

間
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
１
年
の
研
究
を
成

し
遂
げ
、
そ
の
後
に
検
討
し
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　

河
川
の
美
化
清
掃
活
動
の
実
施
に
つ
い

　
　

て
①
従
来
の
村
の
河
川
清
掃
と
県
の
Ｏ

Ｕ
Ｒ
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
事
業
と
の
関
連
性
に

大  

岩    

和  

久  

議
員

仁  

羽    

悟  
郎  
議
員

尾  

山    

光  

雄  

議
員



つ
い
て
②
県
事
業
と
並
行
し
て
ヨ
シ
ガ
ヤ
の

除
去
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
③
村
単
独
事
業

（
新
設
）
に
よ
る
ヨ
シ
ガ
ヤ
除
去
対
策
の
実

施
の
可
否
に
つ
い
て

　
　

①
県
の
事
業
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る

　
　

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
②
で

き
る
限
り
今
あ
る
事
業
の
制
度
を
う
ま
く
活

用
し
て
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
③
村

単
独
の
経
費
を
投
入
す
る
と
い
う
考
え
は
な

い
。
今
あ
る
制
度
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
）
を
活
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

ど
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
を
期
待

し
た
い
。

　　
　

新
府
能
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
通
行
車

　
　

輌
の
増
加
に
伴
う
重
大
事
故
の
発
生
及

び
、
村
民
の
救
命
率
向
上
の
た
め
の
救
急
隊

員
を
確
保
で
き
な
い
か
。

　
　

救
急
救
命
に
つ
い
て
は
、県
が
広
域
化

　
　

の
計
画
の
委
員
会
を
作
っ
て
協
議
し
て

い
る
が
、
具
体
的
に
進
め
る
ま
で
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。現
在
村
で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
簡
単
な
救
助
器
具
を
購
入
し
、
消

防
団
員
を
消
防
学
校
へ
派
遣
し
、
そ
れ
ら
が

活
用
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
い
る
。
ま

た
住
民
対
象
の
救
急
救
命
講
習
の
開
催
を
推

進
し
、自
主
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
　

府
能
水
道
に
つ
い
て
、①
小
雨
に
よ
る
水

　
　

源
地
の
水
量
不
足
対
策
に
つ
い
て
②
水

源
地
周
辺
の
危
険
防
止
策
を
講
じ
て
は
ど
う

か
。

　
　

①
新
府
能
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
を
利
用
で

　
　

き
な
い
か
水
質
を
検
査
中
で
あ
る
。
他

に
地
元
用
水
関
係
者
と
現
状
確
認
と
他
に
水

源
が
な
い
か
調
査
を
行
う
予
定
。
②
現
状
を

阻
害
し
な
い
状
態
で
転
石
に
網
を
張
っ
て
落

石
を
止
め
る
事
業
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　

新
府
能
ト
ン
ネ
ル
佐
那
河
内
側
斜
面
の

　
　

植
栽
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
へ

悪
い
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　

徳
島
土
木
事
務
所
は
、「
雑
草
・
雑
木

　
　

の
生
え
な
い
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
ま
た
落

葉
の
少
な
い
低
木
を
選
ん
で
植
栽
し
て
い
る

の
で
、
心
配
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
将
来
的
に
万
一
民
家
や
ハ
ウ
ス
等
に
悪

影
響
が
生
じ
た
場
合
は
、
適
正
な
管
理
を
道

路
維
持
の
中
で
行
っ
て
い
く
。」
と
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。

　
　

水
源
確
保
に
つ
い
て
、
水
道
の
統
合
計

　
　

画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

統
合
計
画
を
策
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　

す
ぐ
に
工
事
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

老
朽
化
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
補
助
事
業

と
し
て
採
択
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
お
く
と
い
う
こ
と
。
老
朽
化
対
策
が
必
要

な
際
、
補
助
対
象
と
な
る
よ
う
計
画
策
定
す

る
。

 

　
　

村
の
教
育
に
つ
い
て
①
村
長
の
教
育
観

　
　

か
ら
見
た
佐
那
河
内
村
義
務
教
育
の
現

状
認
識
と
今
後
の
展
望
を
伺
い
た
い
。②
①
の

教
育
観
と
校
舎
改
築
の
整
合
性
を
伺
い
た
い
。

　
　

①
様
々
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、児
童
・

　
　

生
徒
１
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
行
政
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
小
規
模
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
メ

リ
ッ
ト
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
特
色
あ
る
義

務
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
、
一
番
の
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。
②
小
・
中
小
規
模
校
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
す
よ
う
な
教
育
活
動
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
小
・
中
連
携
し
た
教
育
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
体
化
し
た
施
設

の
中
で
、
学
力
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
諸
問

題
解
決
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
行
く
た
め
に

は
、校
舎
は
、単
独
よ
り
も
、一
体
型
が
好
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。
小
・
中
学
校
の
教
員

が
、
９
年
間
の
義
務
教
育
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
師
が
持
っ
て
い
る
力
を
小
学
校
に
も

中
学
校
に
も
注
い
で
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　

副
村
長
の
身
分
に
つ
い
て
、
総
務
企
画

　
　

課
長
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
は
法
制
上

ど
の
よ
う
に
整
合
し
て
い
る
の
か
。

　
　

副
村
長
に
対
し
て
は
、
総
務
企
画
課
長

　
　

事
務
取
扱
の
辞
令
を
出
し
、
総
務
企
画

課
長
の
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
特
に
法

制
上
問
題
は
な
い
。

岡  

本    

隆  

次  

議
員

中  

野    　

  
實  
議
員

安  

冨    

幸  

彦  

議
員

議
会
行
事
出
席
報
告

12
月

　
　
　
　〈
場
所
〉（
出
席
者
）

５
日
　
村
議
会
全
員
協
議
会
〈
農
振

Ｃ
〉（
全
議
員
）

１２
日
　
平
成
１９
年
第
４
回
佐
那
河
内

村
議
会
定
例
会
開
会
〈
会
期
・

１９
日
ま
で
の
８
日
間
〉（
全

議
員
）

１３
日
　
平
成
１９
年
第
４
回
佐
那
河
内

村
議
会
定
例
会
〈
第
２
日
〉

（
全
議
員
）

１４
日
　
村
農
業
委
員
会
総
会
〈
農
振

Ｃ
〉（
仁
羽
農
業
委
員
）

１７
日
　
平
成
１９
年
第
４
回
佐
那
河
内

村
議
会
定
例
会
〈
第
３
日
〉

（
全
議
員
）

１８
日
　
平
成
１９
年
第
４
回
佐
那
河
内

村
議
会
定
例
会
〈
第
４
日
〉

（
全
議
員
）

１９
日
　
平
成
１９
年
第
４
回
佐
那
河
内

村
議
会
定
例
会
〈
最
終
日
〉

（
全
議
員
）

２０
日
　
小
松
島
市
外
３
町
村
衛
生
組

合
監
査
〈
小
松
島
市
〉（
岩

佐
監
査
委
員
）

２１
日
　
１２
月
分
例
月
出
納
検
査
〈
役

場
〉（
西
川
、長
尾
監
査
委
員
）

２６
日
　
国
道
４
３
８
号
府
能
バ
イ
パ

ス
開
通
式
〈
仁
井
田
現
地
〉

（
全
議
員
）



尾　  上　　  恰 さん（尾境）

　永年にわたり、村議会議
員としてご尽力いただきま
した尾上さんが、この度旭
日単光章の栄誉に輝き、勲

記及び勲章が贈られました。おめでとうございます。
　昭和42年4月に村議会議員として当選以来、議長・総務
委員会委員長の要職を歴任され、『活力ある豊かで住み
よい村づくり』を信条として、地域住民の福祉の向上の
ため、精励されました。

山林を寄贈してくださいました。
　「村のために、有効活用してください」と書き添えられた目
録の授与が、12月5日（水）村長室にて行われました。
　寄贈してくださったのは、近藤洋一さん、近藤健二さん、瀧
倉和子さん。寄贈された山林は次のとおりです。

一、佐那河内村上字奥川股１７番地１０１　山林　９９１㎡
一、佐那河内村上字奥川股１７番地１０２　山林　９９１㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました。

　平成20年１月１日から、役場庁舎及び農業振興セ
ンターは全館禁煙です。
　役場や農振センターは、乳幼児から高齢者まです
べての年代の住民が利用する施設です。副流煙によ
る受動喫煙防止のため、ご理解とご協力をお願いし
ます。
　なお、喫煙される皆さんは、別に喫煙場所を設け
ましたので、そちらをご利用ください。

向かって左側が近藤洋一さん

全館禁煙のお願い全館禁煙のお願い全館禁煙のお願い全館禁煙のお願い全館禁煙のお願い

農業振興センター

役場庁舎

正面玄関

正面玄関
自
販
機

外階段

印が喫煙場所

下駄箱

●

●

●



　
新
春
恒
例
の
村
消
防
団
に
よ
る
平
成
２０
年
出
初
式
が
１
月
６
日
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
観
閲
、
分
列
行
進
、
村
長
式
辞
、
団
長
訓
辞
に
続
き
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
列
者
一
同
で
火
の
用
心
を
三
唱
し
、
昨
年
に
続
き
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
全
分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

平
成
２０
年 

村
消
防
団
出
初
式

今
年
も
無
火
災
を
誓
う
！

■
日
本
消
防
協
会

・
功
績
章
　
　

　
第
７
分
団
　
団
員
　
　
丸
井
　
正
俊

■
徳
島
県
知
事
表
彰
　
　

　
第
６
分
団
　
団
員
　
　
安
藝
　
　
肇

■
徳
島
東
警
察
署
長
表
彰

　
第
６
分
団
　
団
員
　
　
梯
　
　
卓
義

■
徳
島
県
消
防
協
会
長

・
功
績
章

　
第
６
分
団
　
団
員
　
　
安
藝
　
信
保

　
第
７
分
団
　
団
員
　
　
久
保
井
義
之

・
精
績
章   

　
第
２
分
団
　
部
長
　
　
早
渕
　
政
行

　
第
６
分
団
　
団
員
　
　
丸
橋
　
克
弘

　
第
７
分
団
　
団
員
　
　
安
部
　
彰
男

■
佐
那
河
内
村
永
年
勤
続
表
彰

　
第
５
分
団
　
団
員
　
　
佐
々
木
利
司

　
第
５
分
団
　
団
員
　
　
谷
川
　
敬
佳

　
第
５
分
団
　
団
員
　
　
佐
河
　
　
敦

　
第
２
分
団
　
元
班
長
　
山
本
　
晴
則

　
第
４
分
団
　
元
班
長
　
木
下
　
信
也

　
第
７
分
団
　
元
副
分
団
長
　
佐
藤
比
呂
志

　
第
７
分
団
　
元
部
長
　
長
谷
部
茂
夫

■
名
東
地
方
分
会
長
表
彰

　
第
１
分
団
　
団
員
　
　
　
原
　
年
朗

　
第
２
分
団
　
副
分
団
長
　
佐
河
　
　
毅

　
第
３
分
団
　
団
員
　
　
尾
山
　
幸
寛

　
第
４
分
団
　
副
分
団
長
　
安
冨
　
圭
司

　
第
５
分
団
　
団
員
　
　
市
原
　
直
哉

　
第
６
分
団
　
班
長
　
　
橘
　
　
公
司

　
第
７
分
団
　
班
長
　
　
栗
坂
　
政
史

■
佐
那
河
内
村
長
表
彰

　
第
１
分
団
　
団
員
　
　
堀
本
　
浩
章

　
第
２
分
団
　
団
員
　
　
一
條
　
和
夫

　
第
３
分
団
　
団
員
　
　
吉
本
　
　
展

　
第
４
分
団
　
部
長
　
　
上
村
　
修
司

　
第
５
分
団
　
団
員
　
　
岩
橋
　
正
明

　
第
６
分
団
　
団
員
　
　
上
野
　
浩
嗣

　
第
７
分
団
　
団
員
　
　
河
野
　
智
一



民生委員・児童委員が決まりました
【民生・児童委員】（敬称略）

【主任児童委員】（敬称略）

～（社）日本たばこ協会からのお知らせ～

四国4県では、2008年5月より、自販機での
たばこの購入に専用のICカードが必要になります。

戦没者等の遺族に対する戦没者等の遺族に対する
特別弔慰金の請求期限は、特別弔慰金の請求期限は、

平成平成2020年3月3131日
                                                          までです。までです。

戦没者等の遺族に対する
特別弔慰金の請求期限は、

平成20年3月31日
                             までです。

　戦没者等の死亡当時にご遺族で、平成

17年4月1日において、公務扶助料・遺

族年金等を受けとる人がいない場合に、

特別弔慰金が支給されます。

　対象となるご遺族の人でまだ請求さ

れていない人は、請求窓口へ問い合わせ

の上、請求してください。

【給付内容】　額面40万円　

　　　　　　 10年償還の記名国債

【請求窓口】　健康福祉課　　　　　　

　　　　　
【問い合わせ先　Ｔａｓｐｏダイヤル　０１２０-２２２-１８０（９：００～１７：００土日祝日は除く）】

尾山　惠子
（一ノ瀬・高樋・尾境）

TEL679-2258

日下　武弘
（中津・中浦・日浦・尾端
・みまつ（根郷地区））

TEL679-2895

松本　智代子
（新町・中辺・馬越・
中央（宮前地区））
TEL679-2981

市原　さよ子
（東山・丸田東・
丸田西・みまつ南）
TEL679-2956

多田　雅雄
（嵯峨・共栄・栗見坂・
宮上・中央（嵯峨地区））

TEL679-2944

谷渕　君惠
（寺谷東・寺谷さくら・尾尻・
菅沢・みまつ（寺谷地区））

TEL679-2051

元木　秀男
（朝宮・井開・北山東

・北山西）
TEL679-2543

清水　マサヱ
（谷・仁井田東・仁井田西

・西府能）
TEL679-3020

秋山　知惟
（秋城・玉木谷･東府能・下奥野々
（遠野地区）・音羽（遠野地区））

TEL679-2640

寺岡　寛
（和協･蝮塚･中畑・下奥野 （々遠野
地区以外）･音羽（遠野地区以外））

TEL679-2510

廣畠　玄一
（上中辺・平地日ノ地

・平地影）
TEL679-2424

嵯峨　輝代
（中分東・中分・中分西

・東内）
TEL679-2175

坂田　弥生
（村内全域）
TEL679-2768

井上　郁代
（村内全域）
TEL679-2729

～新しく委員になられた皆さんです～

　12月1日、全国一斉に民生委員・児童委員の改選が行われました。

　村でも再任・新任を合わせて14人（内主任児童委員2人）の皆さ

んが厚生労働大臣から委嘱され、3年間の任期で活動を始めました。

　民生委員・児童委員の活動は、住民の皆さんの生活ととても密接し

ているもので、地域福祉の先導的な役割を担っています。

　もし、お困りのことがあれば、お気軽にご相談ください。

　未成年者喫煙防止の取り組みの
一環として、四国4県のたばこの自
動販売機は、2008年5月までに成
人識別たばこ自動販売機に変わり、
利用時には専用のＩＣカード「taspo（タスポ）」が必要にな
ります。
　四国4県では、2008年2月よりカードの申し込み受付を
開始し、2008年5月よりカードが必要になります。
　発行手数料、年会費は無料です。申込書はたばこ販売店
店頭などで入手できます。
　詳しくは、ｔａｓｐｏホームページをご覧ください。 
      ☆http://www.taspo.jp/☆



～税務署からのお知らせです～

●確定申告は正しく期限内に！

●インターネットで申告書の作成を！

所得税・贈与税の確定申告は、3月17日（月）が申告・納付期限です。
消費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告は3月31日（月）が申告・納付期限です。
申告書は自分で作成し、郵送などでできるだけ早く提出してください。

●振替納税制度のご利用を！  ～うっかりミスが防げます～

　所得税や個人事業者の消費税（地方消費税を含む）については、指定の預貯金口座から自動振替により納
税することができます。手続きは簡単です。「納付書・送付依頼書・預貯金口座振替依頼書」を税務署または
取引先の金融機関に提出するだけで利用できます。「納付書・送付依頼書・預貯金口座振替依頼書」用紙は、
税務署または金融機関にあります。ぜひご利用ください。
　なお、口座振替日は次のとおりとなっています。
　◆ 所得税　平成20年4月22日（火）　

　◆ 消費税及び地方消費税　平成20年4月24日（木）

●徳島税務署の確定申告会場は、「アスティとくしま」です

◎期　日　2月1日（金）～3月17日（月）
　（土・日曜日・祝日を除く。ただし2月24日及び3月2日の日曜日確定申告の相談・申告書の受付を行います。）
◎会　場　アスティとくしま3階　第2特別会議室（徳島市山城町東浜傍示１）
◎受　付　午前9時～午後4時
　※この期間、徳島税務署庁舎内には、確定申告会場を設けていません。
　　なお、アスティとくしまのイベントなどの関係で無料駐車場が利用できない場合は、有料駐車場をご利用
　　いただく場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先　徳島税務署　ＴＥＬ088-662-4131】

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の『確定申告書等作成コーナー』を利用すると、ｅ－Ｔａｘ用

の申告データを作成することができ、作成したデータを簡単な操作により、自宅から電子申告すること

ができます。

　『e-Tax』を利用して申告すると・・・　　　　　
　① 最高5,000円の税額控除（平成19年分または平成20年分のいずれか1回）

　② 添付書類が提出不要（申告期限から3年間書類の提出または提示が求められることがあります。）

　③ 還付が早い（3週間程度に短縮）

　   ※ｅ-Ｔａｘを利用する場合は、開始届出書の提出、電子証明書の取得（費用がかかります）

　　   ＩＣカードリーダライタの購入などの事前準備が必要です。

  申告書の作成は『確定申告書等作成コーナー』で！
　　画面の案内に従って金額などを入力して所得税、消費税の申告書や青色申告決算書等を作成　

し、プリンタを使って印刷したものも、税務署に提出することができます。



平成19年度集落等活性化補助金が決定しました
　本年度の補助金の申請は、平成19年7月1日から平成19年9月３０日までの3カ月間受け付けました。

　申請数は4団体からあり、交付申請額の合計は705，000円でした。

　交付申請団体のうち、１団体から申請取り下げの申し出があったため、最終確定の3団体分について、集落等

活性化補助金審査委員会で、審査、意見聴取などが行われました。

　その結果、2団体について補助金交付決定は適当、１団体について不適当との報告を受け、村として検討の結

果、審査委員会の報告どおり、2団体について、集落等活性化補助金が交付されることになりました。

　交付決定団体と、その事業概要については、次のとおりです。

　トンネル開通が良い記念になるように、子どもから高齢者、また、
近隣市町の方々の参加を呼びかけ、全員が楽しめるイベント・コ
ンサートを開催する。この開催により、世代間交流、地域間交流
を深め、佐那河内村をアピールし、村の活性化を図ることを目的
とする。

　平地集会所前、駐車場及び農道待避所を畑を埋め立て、造
成した。この場所は用水の溝上げや花見等親睦を深める場所
として利用している。埋め立てたため、用水路から約２メートルの
高低差が発生したため、子供、老人等の転落防止のための柵
の設置と街路灯を設置する。

団　 体　 名 代表者名 事　業　概　要

事　　業　　名

補助金交付申請額

補助金交付決定額

「ふれあい集いの場」安
全柵と街路灯の設置

新府能トンネル開通記
念イベント・コンサート大川原せーびんぐ

ネットワーク

平地日の地常会

大岩　和久

栗野　洋則

２００，０００円

８４，０００円

１０５，０００円

１０５，０００円

児童・幼児（小学生以下の子どもさん）を保護する責任のある皆さんへ

～改正道路交通法のご案内（子どもの自転車利用関係）～

　平成19年6月20日に公布された道路交通法の一部を改正する法律（平成19年法律第90号）により、小学
生以下の子どもの自転車利用関係に関する規定が次のとおり改正されました。
　なお、この規定は、平成20年6月19日までに施行されます。
☆ 自転車乗車用ヘルメット着用の努力義務
　　児童や幼児を保護する責任のある者は、児童や幼児を自転車に同乗させたり、また運転させたりする場
　合は、ヘルメットを着用させるよう努めることになりました。
☆ 自転車の歩道通行
　　これまで、道路標識等により指定されていなければ、自転車は歩道を通行出来ませんでしたが、児童や幼
　児が自転車を運転する場合には、歩道を通行することが出来ることになりました。

子どもを悲惨な交通事故から守りましょう。

自転車乗車用ヘルメット着用努力義務化決定！！自転車乗車用ヘルメット着用努力義務化決定！！自転車乗車用ヘルメット着用努力義務化決定！！

「ふれあい集いの場」の
安全柵と街路灯が
　　　　　設置されました。
子どもや高齢者が安心して集える場となりました。

徳島県・徳島県交通安全対策協議会



　平成19年度集落等活性化補助金の助成
を受けた、大川原せーびんぐネットワーク
（代表大岩和久さん）とさなごうちスポーツ
クラブ（会長大岩和久さん）との合同で行わ
れました。
　午前中は、佐那河内村・神山町スポーツ少
年団によるトンネルマラソンが行われ、
143人が参加しました。午後からのイベン
トには、子どもから高齢者まで、遠くは大阪
府から約600人の参加者で賑わい、世代間
交流・地域間交流が深まる記念の1日となり
ました。

一般国道438号府能バイパス開通記念   
新府能トンネル開通イベント12/23

（日）

受付を待つ大勢の参加者

佐
中
合
唱
部
の

コ
ー
ラ
ス

スポーツ少年団の「トンネルマラソン」

抽選会 豆腐があたったよ！豆腐があたったよ！豆腐があたったよ！

も
も
い
ち
ご
が
当
た
っ
た
よ
！

も
も
い
ち
ご
が
当
た
っ
た
よ
！

も
も
い
ち
ご
が
当
た
っ
た
よ
！特賞は薪ストーブ特賞は薪ストーブ特賞は薪ストーブ

ウォーキ
ング開始

！！
ウォーキ

ング開始
！！

ウォーキ
ング開始

！！

神山側入り口神山側入り口神山側入り口

やっとゴール！！やっとゴール！！やっとゴール！！

鬼
籠
野

童
謡
を
歌
う
会

大
川
原
＆
夕
月
オ
カ
リ
ナ

ク
ラ
ブ
の
演
奏



国民
年金

　
納付には、納め忘れのない 
　口座振替　が便利です。

国民年金保険料は
納期を守って
納めましょう!

国民年金の加入手続きは、どこで行えばいいの？

　役場の国民年金担当窓口で手続きしてください。時間に余裕がなく、窓口での手続きができない場合は、郵
送による手続きも可能です。

Ｑ１

Ａ１

毎月の保険料はいくら？

　月額（定額）14，100円です。なお、保険料をまとめて前払いすることにより割引される前納制度もあります。
　また、定額保険料に加えて月額400円の付加保険料を納付すると、将来老齢基礎年金に加えて付加年金が
支給されます。付加年金は「200円×納付月数」で計算されます。付加保険料を納付する場合は、定額保険料
の納付が必要です。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。国民年金や厚生
年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録や保険料の納付状況など、すべて
この番号で管理されます。この年金手帳は、年金に関する手続きの際、必要となりますので、大切に保管してくだ
さい。

Ｑ2

Ａ2

口座振替が便利でお得！

　口座振替には、翌月末振替と当月末振替（早割）があり、早割は月額50円割引されます。口座振替で前納制
度を利用すると、現金での前納に比べてさらに割引額が高くなります。例えば、1年前納を口座振替で行った場
合、月々現金で納付した場合と比較して3，550円の割引（現金での1年前納は3，000円の割引）です。

Ｑ3

Ａ3

毎月14，100円は払えない、そんなときはどうすればいいの？

　20歳になり、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合、若年者納付猶予制度や学生納付特例制度な
どの保険料猶予制度を利用することができます。手続きは、役場国民年金担当窓口もしくは社会保険事務所で
行ってください。

Ｑ4

Ａ4

若年者納付猶予制度や学生納付特例制度とは？

　他の年齢層と比べて所得の少ない若年層（20歳代で学生以外）や所得のない学生が、将来年金を受け取ること
ができなくなったり、不慮の事故などで障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金が受け取れなくなったりすること
を防止するため、本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。また、若年者納付猶予・学生納付特例を受
けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。そこで、これらの期間
の保険料は、10年以内であれば後で古い期間から順に納付できるようになっています。（追納）

Ｑ5

Ａ5

詳しくは、役場国民年金担当窓口もしくは社会保険事務所までお問い合わせください。

新成人のみなさん
おめでとうございます。2020歳がスタート！歳がスタート！    国民年金国民年金2020歳がスタート！歳がスタート！    国民年金国民年金20歳がスタート！  国民年金
20歳になったら、忘れず国民年金の加入手続きをしましょう！

◆国民年金の給付は、3種類の基礎年金があります。

◆公的年金制度のしくみと加入

◆年金手帳は大切に保管しましょう

☆老齢基礎年金
　65歳から生涯受けられます。

☆障害基礎年金
　病気やケガで障害の状態になった
　人が受けられます。

☆遺族基礎年金
　夫が亡くなったときに子のある妻
　または子が受けられます。　　　

　国民年金はすべての公的年金の基礎となるものです。日本国内に住んでいる20歳から60歳ま
での人は、公的年金に加入することが、法律で義務づけられています。老後の生活や生活の安定を損なうような
“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。

←国民年金基金
厚生年金基金

厚生年金保険
（代行部分）

（職域相当部分）

共済年金

国民年金（基礎年金）
第1号被保険者

自営業・農林漁業・
学生など

第2号被保険者に扶養されている
配偶者

会社員や公務員など（厚生年金・共済組合の加入者）

第3号被保険者 第2号被保険者



第92号

　小学校の教室や運動場でいろいろな遊びやゲームを通じて交流会が開催されました。
　小学生と老人会会員31人と、今年は緑のふるさと協力隊の及川仙一さんも参加してくれまし
た。
　始めに、日下正一会長が自分たちの小学生時代の話をしました。その後、各班に分かれて、コ
マ回し・折り紙遊び・お手玉・竹鉄ぽう・竹馬乗り・グラウンドゴルフなど一緒に楽しみまし
た。昔懐かしい遊びは、子どもたちにとっては新鮮だったようで、みんな熱心に遊んでいまし
た。
　昼食も子どもたちと一緒に給食を食べました。食事をしながら子どもたちの話を聞いたり、
自分たちの子どもの頃の話を聞かせてあげたりしながら、楽しい時間を過ごしました。
　最後に、子どもたちから記念写真とおみやげをいただきお別れしました。

　皇居奉仕友の会より、毎年恒例の歳末訪問として、12
月20日62人の皆さんに、バラ寿司・黒砂糖ケーキをプレ
ゼントしました。
　手づくりの品物にひとり暮らしの皆さんもたいへん喜
んでいただきました。「風邪などひかないようにお元気
で過ごしてください」と声かけをしました。
　　　　　　　　皇居奉仕友の会　会長　西岡　達代

14
12

（金）

ひとり暮らしの皆さんを歳末訪問ひとり暮らしの皆さんを歳末訪問ひとり暮らしの皆さんを歳末訪問 善意銀行だより

　上記の預託金は、社会福祉のた

めに役立ててくださいと寄せられ

たものです。善意によって膨らん

だ預託金を元金とした利子を活用

し、地域福祉事業などの推進のた

め、有意義に活用させていただき

ます。

　ありがとうございました。

●山本　周二 様…………金一封

※皇居奉仕友の会より歳末助け合い運動に金一封をいただき
　ました。

グラウンドゴルフグラウンドゴルフグラウンドゴルフ おはじきおはじき 折り紙折り紙おはじき 折り紙

コマ回しコマ回し 竹    馬 竹鉄ぽう竹鉄ぽうコマ回し 竹  馬 竹鉄ぽう



建設リサイクル法って
　　　　　　知っていますか？

建設リサイクル法って
　　　　　　知っていますか？

建設リサイクル法って
　　　　　　知っていますか？

解体工事の実施には建設業許可か
解体工事業登録が必要です。

罰則一覧

　 を木づかう住宅資金貸付制度のご案内
－ 認証木材を使用して新築・リフォームされる方に金利優遇を実施します －

　徳島県内で生産された木材がたくさん利用されることで、県土の保全や地球温暖化防止につながります。あな
たの「木づかい」をお待ちしております！！

【受 付 期 間】平成20年3月31日まで
【取扱金融機関】阿波銀行、徳島銀行、四国銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、阿南信用金庫、徳島県農業協同組
　　　　　　　 合連合会、徳島県漁業協同組合連合会
【問い合わせ先】徳島県農林水産部林業振興課木材生産流通担当（℡088-621-2448）
　　　　　《この制度による住宅ローンの金利優遇は、取扱金融機関の協力により実施されています》

【貸付の内容】

対象建設工事の届出
対象建設工事の変更の届出
対象建設工事の届出などに係る変更命令
分別解体など義務の実施命令
発注者への報告の記録
再資源化など義務の実施命令
登録
登録更新
変更の届出
廃業などの届出
登録の取り消しなどの場合における解体工事の措置
技術管理者の設置
標識の掲示
帳簿
事業停止命令
報告の徴収
立入検査
報告の徴収
立入検査

1
2
3

1

1
2
1
1
1

1
1
1

1

10

15
18
20

21

25
27
29
31
33
34
35

37

42
43

20万円
20万円
30万円
50万円
10万円
50万円

懲役1年・50万円
懲役1年・50万円

30万円
10万円
20万円
20万円
10万円
10万円

懲役1年・50万円
20万円
20万円
20万円
20万円

51条1号

50条1号
49条
53条1号
49条

48条1号

50条2号
53条2号
51条2号
51条3号
53条3号
53条4号
48条3号
51条4号
51条5号
51条4号
51条6号

第3章
分別解体などの実施

第4章
再資源化などの実施

第5章
解体工事業

第6章
雑則

章・節 内　　　　　容 罰　　則 罰則条項条 項

は過料

 ※ 写真などの出典：設副産物リサイクル広報推進会議パンフレットより

●解体工事の事前届出先は、下記までお願いします。 
　　徳島土木事務所　建築指導担当      　　       
　　電話　653-8819      　　 

●建設リサイクル法に関する相談は下記までお願い
　します。 
　　徳島県県土整備部建設管理課
　　技術・ＵＤ担当　電話：０８８-６２１-２６２２ 

■建設リサイクル法については、徳島県ＨＰ（建設リ
　サイクル法について）をご覧下さい。
http://www.pref.tokushima.jp/generaladmin.nsf/topic
s/AB29141C07DCBB7E49256BC900071177?open
document              

上　限　金　額

貸　付　金　額

そ　　の　　他

認証木材使用住宅（新築、建売）

各取扱金融機関の定めによります。

2.3％（平成19年10月時点：金利は金融情勢により変動する場合あり）
詳しくは、取扱金融機関の店頭または県ホームページでご案内しています。

2,000万円

認証木材使用リフォーム（リフォーム、増改築）

900万円

森森森

｝要記入



建設リサイクル法建設リサイクル法ってって
　　　　　　知っていますか？　　　　　　知っていますか？

建設リサイクル法建設リサイクル法ってって
　　　　　　知っていますか？　　　　　　知っていますか？

建設リサイクル法建設リサイクル法ってって
　　　　　　知っていますか？　　　　　　知っていますか？

建設リサイクル法って
　　　　　　知っていますか？

建物を壊す

解体業者のみなさん

建物を壊すときは、事前に知事に届出が必要って知っていましたか？建物を建てるときに、建築申請が
必要なように壊すときにも届出（＝知事へ）が必要です。
※届出をしないと20万円以下の罰金に処せられます。

■壊すときには分別解体をし、リサイクルしましょう

■建築設備・内装材料などを
　分別して取り外し

①建物などに関する調査の実施
周辺の状況、作業場所、搬出経路、残存物品の有無などを調査します。

②分別解体などの計画を作成
イ）調査結果の取りまとめ　ロ）工事工程、作業内容，分別解体などの方法
ハ）特定建設資材廃棄物の種類毎の発生見込み量及び発生場所　ニ）そ
の他分別解体などを適正に実施するための措置　などの計画を作成します。      

③工事着手前に講じる措置の実施
作業場所、搬出経路の確保などを図ります。また、残存物品など（特に家電リ
サイクル法対象物）について、発注者が事前に搬出したか確認します。      

④工事の施工 ■屋根ふき材を取り外し

■外装材・上部構造部分の取り壊し
■基礎及び基礎杭の取り壊し

建築物の解体 

工事の種類 規模の基準

下表の規模以上の工事について、

分別解体など及び再資源化などが

義務付けされています。

その他の工作物に
関する工事
（土木工事など）

建築物の修繕・模様
替等（リフォームなど)

建築物の解体新築・
増築

工事金額
　　　 1億円

工事金額
　  500万円

×

森森



明るい選挙推進協会会長・
都道府県選挙管理委員会連合会会長賞を受賞！

　徳島県下では、小中高校あわせて176校、1,870点の応募、また
全国では、小中高校あわせて8，954校、134，203点の応募があっ
た今年の「明るい選挙啓発ポスター作品」コンクール。
　松村さんは、県内審査で銀賞、そして全国審査で見事、「明るい
選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞」を
受賞されました。おめでとうございます。

佐那河内中学校1年　松 村　綾 夏さん（カゲ）

12月26日（水）

一般国道438号
府能バイパスへと続く
上八万バイパスは、平成20年春に暫定供用を開始

し、平成23年3月に南環状線と併せて完成・供用を

開始する予定です。

一般国道一般国道438438号府能バイパス開通式号府能バイパス開通式一般国道一般国道438438号府能バイパス開通式号府能バイパス開通式一般国道438号府能バイパス開通式
　県知事、県議会議長ほか多数の来賓、周

辺住民、工事関係者らが出席し、盛大に開

催されました。

　飯泉知事の式辞では、開通に際してのお

祝いの言葉や、地域住民への感謝の言

葉が添えられました。また、松尾村

長、後藤神山町長からは、府能バ

イパス開通が両町村にとって交流

の道また、すだちやももいちごの通る道になるとの謝辞が述べら

れました。

　式典終了後、神山町広野小

学校の金管バンドの演奏に合

わせ通初めが行われました。

　白バイ隊先導のもと、飯泉

知事乗車の自動車を先頭に、

次々と新しいトンネルを通り

抜けていきました。



12/7
（金）

たわわに！？実りました。
（徳島市農協嵯峨出張所で撮影）

松本万市さん（東山）のミカン畑でなってい
たそうです。
　推定で果実は、16、17個ほど付いていて、
しかもミカンの木の先端に実っていたそう
です。

12/9
（日）

新府能トンネル防災
訓練が行われました。

　トンネル内で
の事故や火災を
想定しての訓練
が、佐那河内村
消防団と名西消
防組合と合同で
行われました。
　寒い中の訓練
でしたが、いざと
いう非常時に備
えて有意義な訓
練ができました。

12/26
（水）

3世代2家族による
朝宮橋渡り初め

　新府能トンネルの開通に伴い、朝宮橋も通行
できるようになりました。一般国道府能バイパ
ス開通式のこの日、渡り初めが行われました。

ど
根
性
み
か
ん 

夜間・休日救急診療の受診方法

内 科 ・ 小 児 科

外 科 ・ 整 形 外 科
外 科
整 形 外 科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
内 科・外 科・整 形 外 科
内 科・外 科・整 形 外 科
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
整 形 外 科

徳島市昭和町7-37

徳島市沖浜東2-16 ふれあい健康館1階

徳島市津田西町1-2-30
徳島市庄町4-6
徳島市八万町橋本92-1
徳島市中洲町1-31
徳島市寺島本町西2-37-1
石井町石井字石井231-1
徳島市北佐古1-1-8
徳島市二軒屋町1-1-16

622-3576

625-8353
662-5311
632-3328
668-1070
625-3535
623-2462
674-2311
631-7711
652-1119

高 木 病 院

徳 島 市 夜 間 休 日
急 病 診 療 所

寺 沢 病 院
松 永 病 院
協 立 病 院
中 洲 八 木 病 院
橘 整 形 外 科 病 院
麻 野 病 院
川島循環器クリニック
中 村 整 形

（月～土）19：30～23：30
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号

1． 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）

2． 病状が重いと判断される場合（中・重症）速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急搬送車を活用してください。

あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するようにしてください。

救急搬送車：679-3999

尾
上
さ
ん
ご
家
族

伊
藤
さ
ん
ご
家
族

あなたの情報 まってます（広報係）



ほのぼのもちつき大会ほのぼのもちつき大会ほのぼのもちつき大会ほのぼのもちつき大会

〜
派
遣
要
請
の
あ
る
農
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

　
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、産
業
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、１
農
家
で
の
農
業
体
験
は
、３
日
か
ら
６
日
程
度
の
日
数
を
連
続
し
て
お
願
い
し
ま
す
。

その8

　
四
国
の
ほ
う
は
あ
ま
り
紅
葉
が
無
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
１２
月
に
山
が

紅
葉
し
て
い
る
風
景
に
季
節
感
の
違
い
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
１１
月
末
か
ら
１２
月
に
か
け
て
は
み
か
ん
採
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
み

か
ん
の
段
々
畑
で
山
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
彩
り
染
ま
る
美
し
さ
に
感
激
し
、
自
分

に
と
っ
て
佐
那
河
内
村
の
一
番
美
し
い
時
期
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
作
業
し
て
い

る
時
に
「
こ
の
樹
は
違
う
品
種
だ
か
ら
採
ら
な
い
で
」
と
言
わ
れ
て
も
違
い
の

見
分
け
が
つ
か
ず
、
み
か
ん
に
も
品
種
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま
し

た
。
自
分
は
今
ま
で
み
か
ん
は
み
か
ん
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、

こ
れ
も
発
見
で
し
た
。

　
先
日
中
国
・
四
国
地
方
で
活
動
し
て
い
る
協
力
隊
の
仲
間
４
人
が
、
こ
の
村

に
や
っ
て
来
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
川
原
高
原
か
ら
一
望
す
る
景
観
や

み
か
ん
畑
、山
の
中
腹
に
あ
る
集
落
の
景
色
な
ど
他
の
隊
員
に
は
珍
し
く
映
っ
た

よ
う
で
す
。
他
の
隊
員
の
感
想
を
聞
い
て
自
分
も
本
当
に
い
い
土
地
で
生
活
で

き
て
い
る
の
だ
な
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
い
た
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
写
真
の
場
所
は
村
の
み
な
さ
ん
に
は
お
分
か
り

で
す
よ
ね
？ 

撮
影
時
期
は
夏
で
す
が
こ
の
村
の
中

で
お
気
に
入
り
の
一
つ
で
す
。
佐
那
河
内
村
に
は

ま
る
で
写
真
集
の
中
で
見
る
よ
う
な
美
し
い
景
色

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
が
新
鮮
に
映
り
、い
つ
も

カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
き
な
が
ら
散
策
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
も
残
り
約
２
か
月
と
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
川
仙
一

おじいちゃんとおばあちゃんと一緒におもちつきをしたよ。
きねは重かったけど、一緒に頑張ってついたよ。
ついたおもちは、みんなで一緒に丸めたよ！
出来上がったおもちは、おぞうにやぜんざい、
きなこもちにして食べたよ！
とってもおいしかった♪
おじいちゃん、おばあちゃんありがとう。

▲ぺったん、ぺったんすごいね！

▲私はおじいちゃんと！

12/2
（日）

　国内産大豆１００％のおいしいおみそはいかがですか？1口20ｋｇ8，000円程度
で注文を承ります。（材料の持ち込みを希望される人はご相談ください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ご注文・お問い合わせ先　産業建設課

手づくりみその手づくりみその
注文を承ります。注文を承ります。
手づくりみその手づくりみその
注文を承ります。注文を承ります。
手づくりみその
注文を承ります。



〈小学校体育館〉
  ※太極拳　
　 19：30～20：30

〈中学校体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：30
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

日 月 火 水 木 金 土
21

3 4 5

14 15 16

7 8 9

11 12 13

21 22 231817

10

19 20

2524 26 27 28 29

6

卓　球

太極拳

卓　球

太極拳

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

健康運動教室

健康運動教室

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
　事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
　手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。

2月の「健康運動教室」は
農振センターで行います。

（20：00～21：00）

渋 染 一 揆 資 料 館 を 訪 ね て
　明けましておめでとうございます。本村、そして住民の皆さんにとりまして、素晴らしい充実した
年となりますよう心からお祈りしたいと思います。
　さて、昨年の１１月１７日（土）、本年度の人権大学・県外現地研修として、受講生１９人が岡山県岡山市
神下にある渋染一揆資料館を訪問しました。今回は、この研修の概要をご報告したいと思います。

 渋染一揆資料館横の碑

神下人権交流学習センターにて

◆ 渋染一揆とは                                　
  1855（安政2）年、財政危機に瀕した岡山藩は229ヵ条の「御倹
約御触書」を出した。最後の5ヵ条は被差別部落の人々に対するも
のであった。その内容は「着物の類は無紋・渋染・藍染に限る。」
「雨天の時、村内の仲間の家に行くときは、くり下駄を使用する
ことは許す。ただし、顔見知りの百姓に出会ったら下駄をぬいで
挨拶すること。」などという差別を強めるものであった。この条
文に対し被差別部落の人々は歎願書を差し出したが、差し戻された。
　1856（安政3）年6月、筆頭家老である虫明の伊木若狭守に出訴することを決意した。八日市河原に
結集した一揆勢は武器を持たずに虫明に向かった。2日間かけて交渉した結果、歎願書の差し出しに
成功し、 以後、渋染や藍染の着物を強制されることはなかった。
                                          
◆ 研修の概要                                          
　神下人権交流学習センターの大塩輝昭先生から渋染一揆のあら
ましから渋染一揆の意義などについての熱心な講義を受けた後、
渋染一揆資料館の見学をしました。被差別部落の人々が差別に対
して、土地を所持し、耕作し、年貢を納めている誇り（人間の誇り）
を持って、武器も持たず団結して立ち上がり、平等の要求を貫い
た行動であることがよく理解できました。
  差別を跳ね返し、人間らしさを求めつづけた人々の（人間解放
への）エネルギーに出会い、そのことを起点に差別に気づき、差別解消に向けた学習を積み重ね、
自己の生き方を見つめ直したいと思いました。                          

こうした

佐那河内村の人権教育　VOL．133

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会



マークの見方　　　…時間　　　…場所　　　…対象　　　…持ち物　　　…問い合わせ先時 所 対 持 問

問

木

金

火

水

木

金

健康相談

心配ごと相談・人権擁護相談
時
所

9：00～12：00　
農振センター2F（小和室）

廃ビニール古紙など収集日
時
所

8：30～11：00　
追上駐車場

健康手帳持
時

所
・

桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改センター13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

いきいき体操教室
時
所

13：30～15：30　
桜集会所 持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

健康料理教室
時
所

9：30～9：45（受付）　
農振センター1F（会議室）

持 米1合、エプロン、材料代200円

わんぱく教室
時
所

10：00～11：30　　
保育所 問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

わんぱく教室（子ども劇場の日）

平成20年度
保育所入所説明会

時
所

10：00～11：30　　
保育所

時
所

10：00～　　　
保育所

問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

国の教育ローン（国民生活金融公庫）について
　入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学中に必要となる資金を融資する
公的な制度です。融資金額は、学生・生徒１人につき２００万円以内、返済期間は１０年以内です。
　詳しくは、「国の教育ローン」コールセンター（０５７０-００８６５６（ナビダイヤル）、０３-５３２１-８６５６）ま
たは、国民生活金融公庫徳島支店（０８８-６２２-７２７１）までお問い合わせください。

【徳島県の最低賃金】
◎地域別最低金（効力発生日 平成19年10月21日）◎産業別最低賃金（効力発生日 平成19年12月21日）

件　　　名 時　間　額 件　　　名 時 間 額

徳島県最低賃金 625円 652円

762円

779円

733円

紡績、織物業

造作材・合板・建築用組立材料製造業

一般機械器具製造業

電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業

【問い合わせ先】
　　徳島労働局　労働基準部賃金室
　　電話　０８８-６５２-９１６５

守ろう！確かめ
よう！

この最低賃金

個人情報に関する内容のため削除しています



問

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

土

日

水

◎1月は国民健康保険税（第7期分）・介護保
　険料（第4期分）の納期です！　お忘れなく！

ふれあい昼食会

ふれあいまつり
農林産物品評会

農林産物即売会

廃ビニール古紙など収集日

廃ビニール古紙など収集日

廃ビニール古紙など収集日

どなたでもご参加いただけます。

健康相談

健康相談

健康料理教室

いきいき体操教室

いきいき体操教室

発達相談（要予約）

時
所

8：30～11：00　
追上駐車場

時
所

9：30～9：45（受付）　
農振センター1F（会議室）

時
所

13：30～15：30　
健祥会ハイジ多目的ホール

時
所

8：30～11：00　
追上駐車場

時
所

8：30～11：00　
追上駐車場

わんぱく教室（保健師相談日）
時
所

10：00～11：30　　
保育所

時
所

9：00～15：00　　
農振センター

時
所

10：00～14：00　　
徳島市大松町（旧中央選果場跡）

時
所

11：00～14：00　
農振センター　 

時
所

13：00～16：00　
農振センター2F（大和室）　 

時
所

9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

心配ごと相談・行政相談・
特別相談

時

所
・

寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　13：30～14：00 
根郷集会所　　14：15～14：40

健康手帳持

健康手帳持

問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

保険料（年間）1人500円

わんぱく教室（子ども劇場の日） 時
所

10：00～11：30　　
保育所 問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

わんぱく教室

広島交響楽団演奏会

時
所

10：00～11：30　　
保育所

時
所

13：30～　
佐中体育館

持 米1合、エプロン、材料代200円

時

所
・

桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改センター13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

時
所

13：30～15：30　
宮前公民館 持

医師から運動制限を受けていない
概ね65歳以上の人
運動しやすい服装

対

対
母子手帳持
乳幼児

乳幼児相談
時
所

10：00～10：15（受付）　
農振センター2F（大和室）　 

対
母子手帳持
乳幼児



正
月
の
飾
り
花　

―

千
両
・
万
両―

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．140

　

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（ 679－2238）

● 1月19日（土）　10時～15時
　 冬の低山ハイキングとオカリナ演奏
● 1月20日（日）　10時30分～15時
　 昆虫・小動物の観察会とゴミ拾い
● 1月27日（日）　10時～14時
　 定例探鳥会
　「赤い小鳥」オオマシコを探してみよう
● 2月7日（木）　9時～15時
　 バードセンサス
● 2月10日（日）　10時～15時
　 希少野生生物調査
　  （県内のカスミサンショウウオの生息状況を調べます）
　集合場所　四方見橋展望台
● 2月11日（月・祝）　10時～15時
　 冬の里地・里山歩き（春の七草探し）
● 2月15日（金）　10時～14時
　 花暦作り

　

昔
の
商
家
の
庭
に
は
赤
い
実
の
な
る
セ

ン
リ
ョ
ウ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ア
リ
ド
オ
シ

を
並
べ
て
植
え
、「
千
両
、
万
両
、
有
り

通
し
」
と
し
て
商
売
繁
盛
の
縁
起
を
担
い

だ
と
い
わ
れ
る
。

　

マ
ン
リ
ョ
ウ
は
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
常

緑
低
木
。実
は
枝
に
下
向
き
に
つ
く
。セ
ン

リ
ョ
ウ（
セ
ン
リ
ョ
ウ
科
）は
葉
よ
り
上
に

実
を
つ
け
る
。ま
た
、ア
リ
ド
オ
シ
は
ア
カ

ネ
科
の
常
緑
小
低
木
で
、
葉
腋
に
葉
と
ほ

ぼ
同
じ
長
さ
の
刺
が
あ
り
、
そ
れ
が
ア
リ

を
刺
し
通
す
ほ
ど
鋭
い
こ
と
や
、
実
が
翌

年
ま
で
残
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。

　

更
に
お
金
の
単
位
の
つ
く
植
物
を
あ

げ
る
と
百
両
に
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
、
十
両

に
は
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
が
あ
る
。　
　
　

　

い
ず
れ
も
実
が
越
年
し
て
長
く
残
る

の
で
、
こ
の
赤
い
実
を
富
や
財
産
に
見
立

て
縁
起
物
と
し
た
の
だ
ろ
う
。　
　
　

　

数
字
的
に
は
例
の
な
い
程
長
く
景
気
拡

大
が
続
い
て
い
る
が
、
国
民
に
は
そ
の

実
感
が
な
い
。「
偽
」
と
い
う
字
が
そ
の

年
を
代
表
す
る
ほ
ど
、
世
の
モ
ラ
ル
は

低
下
し
て
い
る
の
か
。
な
ら
ば
今
年
は

気
分
一
新
、「
本
物
」
の
マ
ン
リ
ョ
ウ
な

ど
植
え
て
み
て
は
い
か
が
。　
　
　
（
東
）

センリョウ

新府能トンネルは、佐那河内村から神山町へ抜ける延長

1,387ｍ、徳島県で8番目に長い道路トンネルです。

　現在一般国道438号は、道幅が極端に狭いうえ、豪雨時には土砂災害で通行止めとなりやすい

こと、現府能隧道は高さ制限のため大型バスの通行が不可能でしたが、今後これらの不安は解消

されることでしょう。

【工事の概要】
　

◎工事名称　道路改築工事　新府能トンネル　　　　　　　　

◎工　　期　平成16年3月25日から平成20年3月10日まで

◎掘削方法　ＮＡＴＭ工法　機械掘削／発破掘削

◎工事延長　総延長1,387m

佐
那
河
内
側
坑
口

神
山
側
坑
口

すいどう

マンリョウ


